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II 1896年のマックス・ヴェーバー招聘人事をめぐって
























































その後，推薦書が 1896年 11月 2日付でハイデルベルク大学から本省に提出され，これを





−1917）に相談しているからである（Rubner 1978 : 426）。
アルトホフ体制の特徴のひとつは，ドイツ各国の文部省同士が意思疎通を図り，カルテルを




















ツィヒに移るビューヒャーの後任人事について直接助言している（Rubner, a. a. O. : 269−
270）。そして，ヴェーバーが 1993年にベルリンからフライブルクに移ろうとしたさいに，ア






























































































































































































































































をしなかった（八木紀一郎 2000 b : 17）。しかし既述のように（II−2），経済学の基礎を学
んだ後の翌 1883年夏学期（第三セメスター）においては，クニースの授業を熱心に聴講して
いる。ところが，マリアンネによる伝記には，第一セメスターの出来事だけが記載され，第三























































































科の教授は法学部または哲学部に分属させられる（Weisert 1985 : 395）。そして 1822年に
この科は哲学部の下位部門に割りあてられる（Weisert 1974 : 85, 91, Bluntschli 1877 :
17）。この国家経済科が機能しなかった理由を，ヤスパースは，真の包括的な生活領域がこの
科の課題になっておらず，国家行政と科との関係が理念なき実利性にもとづいていただけだっ





































年 大 学 名 既存学部 新設学部
1817 テュービンゲン 神，法，医，哲 国家経済
1822 ヴュルツブルク 神，法，医，哲 国家経済
1833 ミュンヒェン 神，法，医，哲 国家経済
1863 テュービンゲン 神，法，医，哲，国家経済 自然科学
1875 シュトラースブルク 神，法・国家，医，哲 数学・自然科学
1890 ハイデルベルク 神，法，医，哲 自然科学・数学






































































































































































































































































































































































教官数 学生数 教官数 学生数
1889/90年冬学期 55 357 ― ―
1890年夏学期 57 321 ― ―
1890/91年冬学期 （58） 189 ？ 169





















































して 1893年 12月 19日にフライブルク大学に招聘され，翌 1894年 10月 1日に着任してい
る。彼は，哲学部内に置かれていた国民経済学部門（Volkswirtschaftliche Fächer）の唯一
の正教授だったが，この部門は 1896年秋に法学部に移管され，法学部は，法学部門と国民経


































UAH/RA 824 : Universität Heidelberg. Engerer Senat Protokollbuch 1894−1909. Universitätsarchiv
Heidelberg
【滷定員外の助教授（員外助教授）と定員内の助教授（員内助教授）との区分について】
50頁上から 12行目，下から 7行目，53頁下から 5行目，54頁下から 6行目
誤「員外教授」→正「員外助教授」
【澆ディートリヒ・シェーファーの経歴について】
シェーファーは 1896年 6月 10日に任命され（Drüll 1986 : 233），10月 1日に着任している。前号中
にはこの着任日についての典拠を記していなかった。典拠は次の通り。
GLA 235/2454 : Grossherzogtum Baden. Ministerium der Justiz, des Kultus und Unterrichts. Uni-









招くものとして，ヴェーバーの批判を招いた（上山安敏他編訳 1979 : 86−92, 101−110, 130−
131, 143）。















ってラウをクニースの「前任者」と記している（Weber, Max 1903−06/85 : 2）。
瞰 この文章が掲載されているカール・プファフの本（初版 1897年）は 1902年に改訂されてお
り，そのときにはすでにクニースは没しているので，「それ以後も当地で健在の」という箇所は削
除されている（Pfaff 1897/1902 : 190）。
瞶 この箇所は
”
an der materiellen Seite desselben“ となっているが，desselben に対応する男性
名詞または中性名詞がみあたらない。これは Kulturentwicklung を受けるものと──つまり des-
selben ではなく derselben であると──解しないと意味が通らない。プファフはヴェーバーから
受けとった原稿を判読しそこなったのであろう。というのは，ヴェーバーの筆跡では，たいてい des
と der とがほとんど判別できないからである。
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矗 拡大評議会（der große Senat）は正教授全員で構成され，通例年二回開催される。日常的な審
議・決裁事項は，学長・学部長他によって構成される特別評議会（der engere Senat）で処理され
ていた（Weisert 1974 : 99）。
矚 大学旧講堂（die Alte Aula）の天井画は十八世紀前半に制作され，後世に修復された。図 II−1
のように，中央の円形画の前後に八角星形をともなう 2枚の大きな円形画が配され，漆喰の装飾が
施されている。この 3枚並んだ画の四隅には神法医哲の四学部のシンボルが置かれていた（Lank-


















AdV : Anzeige der Vorlesungen, welche auf der Grossherzoglich Badischen Ruprecht-Karls-
Universität zu Heidelberg gehalten werden sollen. Heidelberg : K. Groos/ J. Hörning（各学期）
AdVF : Ankündigung der Vorlesungen, welche auf der Grossherzoglich Badischen Albrecht-
Ludwigs-Universität zu Freiburg im Breisgau gehalten werden. Freiburg i. B. : Chr. Lehmann
（各学期）
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am 22. November 1877. Heidelberg : J. Hörning
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